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1 緒言
製造業において，ある製品の製造工程の多くに金!tiが用いられる 金型はその企業の技術レベノレ及びノウハ
ウが崩宿したものであり，製品の形状及ひ精度等を左右する極めて重要なものである
方，社会ニーズ、の多様化及び地球環境保全等に向けた取組みが求められるなかで，従来にはない機能を有
する様々な新素材(ハイテン材，マグネ‘ンウム合金等)による工業製品の製造技術の確立が求められてきてし、
る そのような中で，高精度，フレキシブルなリンクモーションを実現するサーボプレスの製造に占める重要
性は今後益々増加すると考えられる
開'@;実施者らが所属する工学部先端科学技術育成センター (以下，創成CIRCLE)の特徴のひとつとして，
他大学にはほとんどない最新鋭L桝紛戒類があり，それらを活用した地域紅会への貢献は重要な活動のひとつ
である 福井大学がある福井県内には眼鏡関連企業をはじめとし多くの産業が荷主している 今後，それら
企業との連携を進めてして上で，創成CIRCLEのスタッフがゆ諌材J，r金型」及び 「新加工船に対する知見
を得ることは極めて重要なこ左である.
そこで，本研修はMg合金薄板の鍛造を実施するための金型を試作するとともに，サーボプレスにより実際
に成形することによって r新素材J，r金型J及び 「新加工機」等に対する知見及E耀験を会得することを目的
とした
2. ~星間鍛造システム
Fig.lに，本研修で製作した鍛造システムを示す本システムは，サーボプレス (HIF45，コマツ産機(株)) ， 
金型及び温度制胸システムにより構築されている.
このうち，金型は，金型本体(上型，下型 SK回I)，
断熱板及びダイセットにより構成されている.金
型本体はCADにより図面を製作し， NC工作機械
及び机刷工作機械によって加工を行った Fig.2 
に，試作した金型(上型)を示す 上型は3つの
要素から成り立っており，ボス部に背圧を付加す
る背圧部，ケース底部を成形する成形部及びそれ
ら2つをダイセットに取り付けるためのアタッチ
メン卜部である また，下型は主に2つの要素か
ら成り立っている 金型は切削加工後，繋拠理，
仕上げを経て使用している なお，繋拠理及。c仕
上げは外部の業者に依頼した.
Fig， 1 鍛造システム
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(b)ボス厚さ
加圧保持時間の遣いによる製品寸法のばらつき
(a)底面厚さ
Fig.6 
このように，サーボプレスの特徴を活
かした加工を実施することによって，難
加工材の高精度な成形が可能となる.
本明日Eにおし、て， 近年その需要が高ま
っている7グネシウム合金について，サ
ーボプレスによる鍛造と甑査に必要な金
視の試作を実施した 本研修を実施した
結果を要約すると以下のようになる.
(J)金型の製作にはかなりの謝首長異
が必要であり，今後は陀M角科庁Yフ
トを併用した金型製作が必要である
(2)サーボプレスは他のプレス機械に
はなし、様々な鞘教を有しており，これらを妃短し，加工スケジューノレを最適化することによって，従来は成
形が困難とされてきた製品への適用が期待できる
(3)マグネ‘ンウム合金は今後様々な製品への適用が予想され，塑性加工技術等，製品製造技術の確立が嘱望
される.
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また，
辞
本研修iを実施するにあたり，大学院工学研究科機械工学専攻白石光信教授に有益なご助言を頂し、た
鍛造実施に際しては， 同研究室の学生にご協力いただいたここに』醐 Jの意を表す.
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1 緒言
現在、先端科学技術育成センター (創成CIRCLE:Center for lnnovative Research and C四 ativeLea也ng
Education)肉の工作機械の利用状況は、 MS.Ex田lにより行っている。使用時間は、年間およそ2∞0時間 (平
成18年度)にも及び、管理運営システムの改良が急務となっている。
そこで、本研修では、アプリケーションプログラミング技術の習得を目的として、入力者の操作の簡便性の
みならず、管理者側による利用状況の把握が容易であり、システムの機密性も向上させた管理運営システムの
構築を目指す。また、アプリケーションプログラミングには、VisuaIBasic言語を使用した。これは、記述方
式が他のプログラム言語 (C言語など)と比較して簡単、開発が他の言語に比ベ短期間で済むほAD:Rapid 
Application Development)という方式を取っている、とし、った理由からである。
2 管理システム
2. 1 管理システムの構成 ωffi.Ex出j)
現在、先端科学技術育成センターの利用者には、利用状況の把握を目的として、任浄l用開始時に所属、氏名、
入場時刻の入力、 ~J用終了時に使用機械ごとの占有時間の入力、退場時刻の入力が義務付けられている。 本
セン~ーでは、その利用状況の管理に MS.E"田I を行っている。 MS.E"田1 I立、表計算ソフトであるため、表
を作成して合計の計算やグラフの作成などに用いられるものである。そのため、入力者によるデ-~ファイル
へのアクセスは容易であり、データ (入場時刻、占有時間、退場時裏IJなど)の変更が可能である。 Fig.1に現
在の管理システムの構成をFig.2に利用者入力ウインドウ (MS.E"田1)を示す。Fig.1より現在の管理システ
ムは、利用者入力周コンソール (キーボード)とデータ保存デバイス (ノート型パソコン内臓HDD)と利用
者入力ウインドウ (MS.Excel)から構成される。Fig.2より、利用者入力ウインドウ (MS.E"田j)は、利用
者の入力欄として、所属、氏名、入場時刻、使用機械ごとの占有時問、退場時刻から構成される。本研修では、
この管理システムの構成と管理項目を参考にして、管理運営システムの構築を行った。
